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淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
白
状
」
考

六
六

よ
う
な
点
に
着
目
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
注
目
し
て
よ
い
こ
と
で
、
現
今
の
学

年
後
に
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
一
人
の
訳

と
し
て

界
に
お
い
て
も
こ
れ
に
類
す
る
方
法
で
古
代
文
献
の
真
偽
を
判
定
し
よ
う
と
試

い
る
が
、

こ
れ
は
「
大
虚
妄
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
般
に
注
釈
と
い

み
る
も
の

(
例
え
ば
「

記
」
や
「
歌
経
標
式
」
に
付
さ
れ
た
撰
者
の
記
名

う
も
の
は
、
さ
き
に
注
釈
さ
れ
る
べ
き
原
典
が
あ
っ
て
、
そ
の
本
文
の
難
解
の

の
あ
り
方
を
問
題
に
し
て

と

じ
よ
う
と
す
る

説
な
ど
は
耳
新

箇
所
に
対
し
て
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

の
方
が
さ
き
に
成

し
い
。
)

は
あ
と
を
断
た
な
い
。

乙
と
の
当
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
文
献
批

立
し
て
、

し
か
る
の
ち
に
そ
の
原
典
が
成
立
す
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
論

判
の
一
つ
の
方
法
乃
至
視
点
を
、

乙
の
時
代
に
す
で
に
示
し

た
も
の
と
し
て

理
的
に
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
一
二
船
の
提
示
し
た
疑
点

評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

は
ま
こ
と
に
も
っ
と
も
な
意
見
と
い
う
べ
き
で
、

こ
の
面
か
ら
い
え
ば
、

「是

「
叉
自
=
弘
始
三
年
-
至
ユ
承
聖
三
年
-
相
去
一
百
五
十
五
年
。
」
と
い
う
の
は
、

大
虚
妄
也
と
」
い
う
言
も
あ
な
が
ち
強
弁
に
す
ぎ
る
と
は
い
え
ま
い
。
し
か
し

弘
始
三
年
は
西
紀
四

O
一
年
、
承
聖
三
年
は
西
紀
五
五
四
年

わ
が
欽
明
十

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
「
宝
冊
紗
」
(
八
)

の
「
三
。
会
F

前
訳
論
牒
コ
後
訳
文
-

I 

五
年

で
、
相
去
る
こ
と
一
五
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る

(
森
田
竜
倍
氏
は

に
、
「
・
・
・
如
=
清
涼

云
刊
大

三
蔵
若
有
-
-
失
訳
聖
教
ぺ
後
同
経
間

「
百
五
十
二
年
前
(
淡
海
は
一
五
五
年
と
い
ふ
、
失
検
な
り
)
」

〆"、、， 

論
発
本
重
漢
土
請
来
之
時
。
先
後
本
同
ν
之
写
ユ
先
訳
-
奉
ユ
上
之
-
云
云
o

於

釈

之
研
究
』
七
四
三
頁
)

と
さ
れ
る
。)
が
、

お
お
よ
そ
の
年
数
を
と
っ
た
ま

-
者
弘
始
三

v
訳
ν
之
。
起
~一時

情
来
之
日
依
v
為
=
岡
本
山

三
蔵

で
と
考
え
れ
ば
、
目
く
じ
ら
を
立
て
る
ほ
ど
の
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

承
聖
三
年
写
-
一

詞
紺
論

文
一
言
ユ
奉
上
-
有
一
一
何
過
-
乎
。
・
:
・
」
と

「
取
ユ
後
訳
之
本
論
-
合
=
前
訳
之
釈

-
同
為
二
人
訳
↓
是
大
虚
妄
也
。
」
と

い
う
反
論
が
あ
る
。
即
ち
釈
論
(
「
釈

詞
桁
論
」
)

は
弘
治
三
年
(
ち
同
)
に
訳

あ
る
の
は
、

桁
論
」
に
は
弘
始
三
年
(
九
日
{
)
】
)

の
序
が
あ
り
(
乙
の
年

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
起
信
強
本
(
張
本
「
大
乗
起
債
論
」
)
が

ね
て
中
国

に
漢
訳
)
、
そ
の
注
釈
原
典
た
る
「
大

嗣
」
は
承
聖
三
年
(
印

E
)

諦

t乙

れ
た
時
、
そ
の
訳
者
の
真

三
蔵
が
先
に
訳
さ
れ
て
い
る
「

に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
聞
に
約
一
五
五
年
の
時
間
的
距
り
が

桁
論
」
中
の

(
「
大
乗
起

や
そ
写
し
と
っ
て
、
承
聖
三
年
令
官
)

あ
る
こ
と
に
な
る
。
時
間
的
に
は
先
に
訳
さ
れ
た
こ
と
に
な
る

「
釈
摩
詞
桁

に
こ
れ
を
奉
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
ろ

論
」
の
な
か
に
、
注
釈
す
べ
き

乙
乙
で
は
「
大
乗
起

L 

の

フ。

は
じ
め
に
も
記
し
た
と
と
く
、

中
に
引

Tこ

本
文
を
そ
の
ま
ま
引
い
て
い
て
、
し
か
も
そ
の
「
大
乗
起
信
論
」
は
約
一
五
五

る
「
大
乗
起

本
文
は
、
少
異
は
あ
っ
て
も
「

の
本
文
と



大
体
に
お
い
て
一
致
し
て
い
る
の
で
、

「
宝
冊
紗
」
の
ご
と

し
い
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
同
一
人

)
の
訳
な
ら
ば
、

詞
キ1'1

-
反
論
も
一
応
も
っ
と
も
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
当
否
に
つ
い
て
は
、

①
 

専
門
の
仏
教
学
者
に
説
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
、
こ
こ
に

論
」
全
体
の
文
体
あ
る
い
は
文
章
は
一
致
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
の
に
、
し

か
ら
ざ
る
は
偽
経
の
証
で
あ
り
、

「
理
則
明
突
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

は
以
上
の
よ
う
に
し
て
問
題
を
提
起
し
た
三
船
の

文
献
学
的
態
度

以
上
の
よ
う
に
、

乙
の
段
に
お
い
て
は
三
船
は
、
主
と
し
て
漢
訳
さ
れ
た
訳

に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
で
あ
る
。

文
に
つ
い
て
文
体
論
的
あ
る
い
は

的
観
点

四
の
補
強
を
は
か
つ

「
叉
検
=
本
論
-
文
雅
義
円
。
今
此
偽
釈
文
部
義
昏
。
同
巻
異
筆
必
非
=
同
訳
一

て
い
る
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
「

」
は
、

は
じ
め
に
も
記
し
た
よ

理
則
明
突
。
」
と
い
う
の
は
、
「

詞

の
全
体
の
文
体
を
検
討
す
る

予つに、

叫
訳
の
「
大

本
文
と
大
略
一
致
す
る
も
の
を
本
文
に
と

に
、
引
用
さ
れ
て
い
る

の
手
に
仕
る
「
大
乗
起
信
論
」
(
注
釈
原
典
)

っ
て
乙
れ
に
対
す
る
釈
論
に
終
始
し
て
い
て
、
新
に
竜
樹
並
口
薩
作
の

詞

の
訳
文
は
「
文

で
あ
る
に
反
し
、
竜

の
E

宇
に
な
る

桁
論
」
の
翻
訳
を
す
る
の
だ
っ
た
ら
「
大
乗
起
信
論
」
の
部
分

(
注
釈
部
)

の
訳
文
は
「
文
部
義
昏
」
で
あ
っ
て
、
同
じ
く

詞

身
が
訳
し
て
、

そ
の
本
文
と
釈

と
で
構
成
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
L 、

の
な
か
に
あ
り
な
が
ら
、

の
手
に
な
る
部
分
と

と
思
わ
れ
、
三
船
の

の
鋭
さ
を
感
得
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
「
宝

の
手
に
な
る
部
分
と
が
、
文
体
の
上
か
ら
一
方
は
「
文
雅
議
円
」
で

冊
鈴
」
(
八
)

は
乙
れ
に
つ
い
て
も
「
四
。
会
F

同

一
人
訳
一

ム
」
の

あ
り
、
他
方
は
「
文
部
義
昏
」
と
は
っ
き
り
区
別
す
る
乙
と
が
で
き
る
。

乙
れ

条
に
、
「
此
難
荒
涼
也
。
同

推
v
之
本
末

違
事

は
必
ず
や

が
「
大
乗
起

」
引
用
部
と

注
釈
部

撒
。
本

末

竜
樹
所
造
也
。
強
本
文
章
各
別
故
漢
本
随
不
同
也
。

と
を
同
時
に
訳
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
即
ち
三
船
の

例
如
ユ

-
真
諦
三
蔵
所
訳
也
。
其

知
v 

之
しー

と
い翻全
つ訳非
-r - V 

ぷ璽?口
三五起起
文信
文
体
不
同
撒

本

一

-
全
同
A

lま

ー寸

」
訳
者
筏
提
寧
多
の
引
用
し
て
い
る
「
大
乗
起

也
。
是
起
信
玄
文
発
本
各
別
故
離
=
岡
三

の
本
文
は
真
諦
訳
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
用
い

(
こ
の
方
は
「
文
雅
義
円
」
)
、
そ

末

一一

乙
こ
に
い
う
「
玄

れ
に
対
す
る
注
釈
(
「

」
)
の
本
文
は
自

身

の
訳
文
(
乙
の
方
は

は
、
同
じ
く

、
真
諦
三
蔵
訳
の
「
大
宗
地
玄
文

ー
ー

「文

を
も
っ
て
「

全
体
を
構
成
し
た
。

そ
れ
故
、

十
巻
を
さ
し
、

こ
れ
と
「
大
乗
起
信
論
」
と
は
、
同
一
の
作
者
・
訳
者
で
あ
り

両
者
の
聞
に
文
体
上
「
雅
郁
円
昏
」
が
生
じ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
ら

な
が
ら
文
体
が
異
る
で
は
な
い
か
、
と
例
証
に
あ
げ
て
、
三
船
の
論
に

し

淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
司
状
」
考

六
七



淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
白
状
」
考

六
八

し
て
、
コ
一
船
説
は
「
人
を
承
服
せ
し
む
る
に
た
へ
な
い
。
」

詞
桁

与
ユ
此
註
↓
或
処
入
ユ
偽
妄
釈
↓
〔
可
v
入
=
偽
本
-
〕
具
人
口
関
叉
云
。
三
口
王
判

@
 
」
と
あ
っ
て
、
一

撰

て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
き
に
示
し
た
森
田
竜
倍
氏
は
こ
の
「
宝
冊
紗
」
の
見
解

〆ー、、
・『

為
=
偽
妄
↓ム寸
披
ユ
見
口
之
。
誠
以

之
研
究
』
七
四
四
頁
)
と
さ
れ
る
。

者
永
超
も
「
誠
以
難
信
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
淡
海
三
船

当
代
智
者
。
何
労
遠
路
持
=
此
偽
文
-
来
。」

こ
の
「

は
戒
明

乙
ま
刊
と

t
』

Ez
t

蔵

に
つ
い
て
も
、
そ
の

時
t乙

を
さ
す
。
お
そ
ら
く
乙
の
こ
ろ
戒
明
は
新
帰
朝
の
入
唐
僧
と
し
て
大
安
寺
に
あ

こ
れ
を
偽
経
と
す

嗣
が
あ
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
、
も
し
そ
れ
が
今
回
の

、
大
学
顕
で
あ
っ
た
淡
海
三
船
の
請
を
う
け

Lー

の

と
同
じ
よ
う
に
、

来
さ
れ
て
あ
ま
り
時
を
経
な
い

て
、
彼
が
新
に

詞

を
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ

乙
ろ
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
天
平
勝
宝
六
年
(
吋
宮
)
の
こ
ろ
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ぅ
。
三
船
の
語
気
は
鋭
く
戒
明
の
不
明
を
せ
め
て
い
る
。

「
昔
膳
大
正
従
v
唐
持
来
金
剛
蔵
菩
薩
注
金
剛
般
若
経
亦
同
=
此
論
-
並
偽
妄

乙
の
推
測
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
三
船
は
天
平
勝
宝
三
年

(
吋
巴
)
に
賜
姓

⑫
 

て
淡
海
真
人
三
船
を
称
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ち
ょ
う
ど
三
年
後
で
、
こ
の
年
初 し

征
伝
」
末
尾
に
付

⑬
 

上
二
首
笠
序
」
の
作
を
な
し
た
年
に
あ
た
り
、

作
也
。
」
と
い
う
の
は
、
天
平
勝
宝
四
年

(
a
N
)

閏
三
月
難
波
を
発
し
た
、
藤

夏
と
ろ
は
じ
め
て
来
日
し
た
壁
真
に
謁
し
て
「
唐
大
和

を
大
使
と
し
大
伴
古
麻
日
、

副
使
と
す
る
遣
唐
使
一
行
に

す
る
「
五
言

初

一一一

従
っ
て
入
唐
し
た
膳
臣
大
圧
が
、
そ
の

五
年
十
二
月

第

船
は
三
十
三
才
で
あ
っ
た
。

「

厭
v
俗
。
情
=
尚
玄
明
刊
於
=
天
平
年
-
伏
=
膚⑬
 

唐
道
瑠
大
徳
-
為
=
息
悪
↓
探
一
一
閲
三
蔵
ベ
披
ユ
検
九
経
4

真
俗
兼
該
。
名
言
両
浪
。
」

三
船
、
天
平
勝
宝
六
年
正
月

第
二
船
、
天
平
勝
宝
六
年
四
月

第
四
船
。

第
一
船
は
安
南
に
濃

、

ら
は
こ
の
時
に
来
朝
。
)

l乙

し
て
唐
よ
り
持

で
あ
り
、
僧
名
を
元
開
と
も
称
し
た
三
船
の
乙
と
で
あ
る
。
右
の
推
測
が
全
く

ち
帰
っ
た
「
金
剛
蔵
菩
薩
注
金
剛
般
若
経
」
も
、
今
の
「

詞

の
場

根
拠
の
な
い
も
の
、
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

合
と
同
じ
く
偽
経
で
、
同
じ
ケ

I
ス
に
あ
た
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
膳
臣
大
丘

さ
て
、
以
下
に

は
結
び
と
し
て
、

早

匿
不
v
可
コ
流
転
4

取
=
笑
於

は
、
こ
の
年
(
宝
亀
十
年
)

に
あ

に
は
外
従
五
位
下
で
大
学
頭
淡
海
三
船
の
下
に
あ

⑮
 

を
兼
ね
て
い
た
。
ま
た
、
金

万
代
ご
と
い
う
文
を
お
い
て
、

い
語
気
で
戒
明
の
善
処
を
求
め
て
終

っ
て
大
学
博
士
の

っ
て
い
る
。

注
の
「
金
剛
般
若
経
」
に
つ
い
て
は
、

」
(
巻
上
)

の
般
若
部

な
お
戒
明
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
は
じ
め
に
も
記
し
た
が
、

「
延
暦

」ー・

に
も
、

「
同
註
一
巻
」
が
あ
っ
て
そ
の

t乙
ー「

詞

第
五
の
「
智
名
僧
沙
門
釈
戒
明
伝
」
に
は
、
次
の
ご
と
き
記

も
み
ら
れ
る
。



:
・
還
ユ
聖
朝
刊
於
ユ
大
安
寺
南
塔
院
中
堂
-

供
養
。
在
v
後
宝
亀
十
城
中

一一一

諸

ユ
大
安
寺
刊
連

一
一
一
奏
廃
一
一
大
仏
頂
経
ゴ
五
。
是
偽
経
。
令
下
一
一
戒
明
日

連

。
収
ユ
取
大
仏
頂
-
焚
焼
ω
戒
明
不
v
敢
。
何
以
故
。
段
=
滅
大
乗
叩
身
壊

一

の
末
尾
に
は
、
差
出
人
、
日
付
、
宛
名
が
あ
る
。
今
日
、
そ
の
自

命
終
。
一
念
之
問
。
遍
=
歴
十
方
無
間
地
獄
日
劫
有
ユ
窮
尽
刊
此
如
ユ
天
寿
↓
諦
ユ

↓
生
身
入
=
無
関
獄
リ
戒
明
不
一
一
敢
連
署
日
唐
大
歴
十
三
年
。

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の

は
「
宝
冊
妙
」
や

六
方
香
写
〔
代
宗
]

広
平
皇
帝
親
請
v
僧
講
ユ
大
仏
頂
経
4

諸
大

ーっ

同
学
紗
」
な
ど
に
引
か
れ
、
ま
た
更
に

(大

経
・
仏

自
連
署
。
戒
明
不
=
連
署
↓
因
=

教
全

な
ど
)
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
自
に
し
て
い
る
形
式
と
あ
ま
り
か
け
は

戒
法
師
-
故
大
乗
得
v
容
。
令
F
-
一
衆
多
僧
一
脱
中
無
間
獄
苦
日
既
於
ユ
仏
法
-
有
大

な
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
こ
れ
よ
り
三
十
年
余
り
後

功
労
日
今
編
ユ
上
智
名
僧
伝
刊
録
以
呈
ユ
万
代
刊
」

の
も
の
で
あ
る
が
、

の

の
末
尾
は
、
本
状
末
尾
の
形
式
と
相

⑬
 

な
研
究
や
そ
乙
に

の

め
ら

乙
れ
に
よ
る
と
、

「
大
仏
頂
経
」
の

に
関
し
て
も
、

2
3
2
〉

〉

耳
凡
同
切
、
幻
・
刀
A
H
N

似
し
て
い
る
。
ま
た
先
学
の

わ
り
を
も
っ
て
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
知

「
大
仏
頂
経
」
即
ち
「
首
梼

れ
て
い
る
多
数
の
例
な
ど
に
徴
し
て
も
、
右
の
三
船
状
の
末
尾
の
書
式
は
大
き

厳
三
味
経
」
の
広
本
系
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
大
仏
頂
如

く
そ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
即
ら
形
式
的
に
は
こ
の
三
船
状
は
奈
良
朝
末
期
の

了
義
諸
菩
薩
万
行
首
梼
厳
経
」
十
巻
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
現
代
の
仏
教
学

と

て
誤
り
は
な
い
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ

は
、
こ
の

者
の
聞
に
も
真
偽
の
論
が
あ
り
、
右
の
場
合
も
戒
明
は
当
時
偽
経
と
判
定
さ
れ

が
内
容
的
に
見
て
、

あ
る
い
は
そ
の
文
章
か
ら
い
っ
て
、
果
し
て
日
付
通
り
に

て
い
た
も
の
に
対
し
て
、
断
乎
と
し
て
反
対
の
立
場
を
と
っ
て
、
「
焚
焼
」
「
駿

宝
亀
十
年
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
ほ
ん
と
う
に
淡
海
三
船
の
手
に
な

の
難
を
救
う
役
割

し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
き
の
「

の

る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
点
に
在
す
る
で
あ
ろ
う
。

考
え
合
わ
せ
て
み
て
、
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
、
三
船
の

あ
ま
り
に
も
理
路
整
然
と
し
た
内
容
と
文
体
、
い
か
に

と
し
て
の
首

蔵
匿
不
v
可
=
流
転
日
取
=
笑
於
万
代
刊
」
と
い
う
勧
告
に
対
し
て
も
、
戒
明
の
と

尾
一
貫
し
た
体
裁
と
形
式
等
々
は
、
か
え
っ
て
奈
良
朝
末
期
の
も
の
で
は
な
い

っ
た

度
は
、
お
そ
ら
く
「
大
仏
頂
経
」
の

と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

の
で
は
な
い
か
と
の
感
さ
え
も
抱
き
た
く
な
る
。
し
か
し
、
私
は
や
は
り
こ
れ

た
だ
ろ
う
と

さ
れ
る
。

を
三
船
の
手
に
な

考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
即
ち
当
代
の
「
文

淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」
考

六
九



淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」
考

七
O 

の

に
も
あ
り
、
し
か
も
本
状
述
作
の
三
月
ば
か
り
前
に
は
か
の
「

頂
戴
供
養
。
不
v
知
v
依
v
唐
。
己
冷
。
伏
惟
法
体
何
如
。
空
海
推
常
。
擬
F

随
v

の
撰
述
を
終
え
て
い
る
三
船
の
学
力
、

才

司
令
》
ア
品
。
、

限
以
=
少
願
プ
不
v
能
=
東
西
↓
今
思
v
与
=

ー

ま
た
そ
の
記
述
内
容

特
に
戒
明
や
膳
巨
大
丘
な
ど
当
代
人
物
に
関
す
る
智

=
会
一
処
刊
商
一
一

法

刊
共
建
一
-
法
瞳
ぺ
報
巾
仏
恩
徳
川
望
不
v
惜ユ

な
ど
の
と
う
て
い
後
世
の
偽
作
を
許
さ
な
い
正
確
さ
を
考

す
る
と

煩
労
4

斬
足
降
-
一
赴
此
院
↓
此
所
v
望
所
v
望
。
念
々
不

釈
空
海
状
上
。

き
、
こ
の

必
ず
や
三
船
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
て
ま
ち
が
い
は
な
い

九
月
十
一
日

も
の
と
信
ず
る
。

東

前

因
み
に
な
る
べ
く
三
船
状
と
近
い
乙
ろ
の

の
例
を
二
三
左
に
掲
出
し
て

空

み
ト
?
っ
。

な
比
較
検
討
は
こ
こ
に
は
省
く
。
)

三
、
久
隔
帖
・

⑧
 

澄
(
弘
仁
四
年
(
∞
ロ
)
十
一
月
廿
五
日
)

一
、
守
大
伴
宿
町
⑬
 

二
月
廿
九
日
)

主
-
悲
歌
二
首
(
天
平
十
九
年
(
記
吋
)

久
隔
=
清
音
4

恋
無
v
極
。
伝
一
二
本
安
和
日
且
慰
=
下
情
刊
大
阿

示
五

八
詩
序
中
。
有
二
百
廿
礼
仏
井
万
円
図
井
注
義
等
名
川
今
奉
v
和
v
詩
。
未
v

忽
抗
ユ
柾
疾
-
累
旬
痛
苦

祷
ユ
侍
百
神
-
且
得
一
一
消
損
-

而
由

知
ユ
其
礼
仏
図
者
刊
伏
乞
令
v
聞
一
一
阿
閣
梨
↓
其
所
v

並
其
大
意

怯
軟

未
v
堪
品
展
謝
-
係
恋
弥
深

方
今
春
朝
春
花
流
ユ

ー

其
和
詩
者
忽

。

。

改
=
後
代
日
惟
示
ユ
其
委
曲
刊
必
造
=
和

=
声
於
春
林
-

対
=
此
節
候
-

v
翫
突

雄
v
有
=
乗
v

ー

詩
べ
奉
z
上
座
下
刊

日
目
貞
聴
仏
子
↓

。
和
南
。

不
v
耐
=
策
v
杖
之
労
-
独
臥
ユ

-
柳
作
=
寸
分
之
歌
-
軽
奉
=
机
下
-
犯
ν

弘
仁
四
年
十
一
月
廿
五
日
小
法
弟
最
濯
状
上

解
=
玉
臨
-

其
詞
日
(
歌
二
首
略
)

高

二
月
廿
九
日
大
伴
宿

家
持

此
頃
得
=
法
花
発
本
一
巻
日
為
v
令
v
覧
ユ
阿
閣
梨
↓
以
-
一
来
月
九
十
日
許
一

上
。
若
有
=
和
上

刊
必
将
コ
参
上
山
若
無
v

更
待

日
惟
示
一
一
指

一一、

⑬
 

・
空
海
(
弘
仁
三
年
(
巴
N
)

九
月
十
一
日
)

南
刊
委
曲
尋
申
上
。
謹
空
。

。
自
天
朔
臨
。
披
v
之

之
。
如
v
掲ユ

ー-0

:1 

門



右
に
み
ら
れ
る
と
と
く
、
一
ニ
船
状
を
は
さ

十

の

状
は
、
後

短
い
書
状
で
あ
る
の
で
、

こ
れ
だ
け
か
ら
そ
の

る
の
は

世
の
「
本
明
文
粋
」
巻
七
に
収
め
る
塑

ゃ
、
い
わ
ゆ
る
古
往
来
も
の

(
「
和
泉

き
わ
め
て
危
険
で
は
あ
る
が
、
最
後
に
そ
の
文
体
に
つ
い
て
一

一言
し
て
お
か
ね

往
来
」
、
「
明
衡
往
来
」
な
ど
)

な
ど
の
ご
と
く
、

と
し
て
の
一
定
の
法
式
、

ま
よ
ら
よ
、
o

yuず
'

'

A
司

J

体
裁
な
ど
ま
だ
完
全
に
は
整
っ
て
い
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
書
状
と
し
て
の
形

そ
の

の
第
一
は
、
対
句
に
よ
る
表
現
の

で
あ
る
。
例
え
ば
、

式
は
備
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
と
比
較
す
る
と
き
、
さ
き
の
三
船
状
は
こ
れ
ら
と

(
欄
綿
一
辺

d恨

ユ
竜
樹
之
妙
釈
ペ

ユ
馬
妙
之
真
宗
「

大
差
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
大
同
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
内

容
に
お
い
て
三
船
状
の
場
合
は
、
き
わ
め
て
論
理
的
あ
る
い
は

な
も
の

、
実
甲
成
、

と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
そ
の
主
題
が
主

で
あ
る
だ
け
に
当
然
こ
の
よ
う

興
、
(
肱
糊
一

帝帝

な
も
の
に
な
ら
ざ
る
ぞ
え
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ー-，

」
が
偽

経
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
と
同
時
に
、
将
来
者
戒
明
に
対
し
て
そ
の
不

ミ
「
挑
者
姓
也
0

3
F興
者
名
也
。

明
を
な
じ
る
こ
と
が
そ
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
全
体
が
飾
り
気
の
な
い

生
硬
な
議
論
調
に
な
っ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
レ
て
も
、

乙
れ

ミ
「
自
=
弘
始
三
手
、

叉
{
至
一
一
承
聖
三
年
一
相
去
一
百
五
十
五
年
。

期
の

し
て
み
る
と
き
、
そ
の
韓
然
た
る
論
理
の
運
ぴ
と

一

「
取
=
後
訳
之
本
論
九

F

合
ユ
前
訳
之
釈
論
ぺ

し
て
い
る
強
力
な
主
張
と
に
一
驚
せ
ぎ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
釈

」
を
偽
経
で
あ
る
と
す
る
為
の

の
方
法
は
、
素
朴
な
形
で
は
あ

..-田・h、

る
が
、

態
度
を
も
っ
て
論
を
立
て
て
い
て
、

大
学
頭
・

「
同
巻

r
必
非
ユ

-時

士
た
る
三
船
の
学
力
、

ひ
い
て
は
当
代
の
学
問
方
法
の
一
斑
を
も
か
い

等
々
の
対
句
を
直
ち
に
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
、

ζ

れ
だ
け
の
短
章
中
に
よ
く

ま
み
せ
る
も
の
と
し
て
、

す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
こ
れ
ほ
ど
、
と
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

四

第
二
に
、
四
字
旬
、
六
字
句

と
す
る
表
現
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る。

一
々
の
例
示
は
省
く
が
、
右
に
示
し
た
例
中
に
も
そ
れ
は
容
易
に

取
す

一一一

「
送
ユ
戒
明
和
尚
-
状
」
考

七



三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」
考

七
二

る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

碑
文
一

「
大
安
寺
碑
文
」

以
上
の
ニ
条
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
三
船
独
特
の
文
体
と
い
う
の
で
は
な

伝

「
唐
大
和
上
東
征
伝
」

く
、
広
く
当
代
の
日
本
漢
文
全
体
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
三

一

「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」

(
本
稿
に
と
り
上
げ
た
も
の
)

船
の
場
合
は
耕
文
体
に
整
え
る
こ
と
が
は
な
は
だ
悶

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

三
船
の

⑧
 

手
に
出
で
し
も
の
必
ず
や
両
三
篇
の
み
に
は
あ
ら
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
」

な
お

里
松
氏
が
「
当
時
の
詔
勅
表
疏
の
如
き

の

よ
う
な
、

理
的
、

に
ま
で
も
こ
の
文
体
を
用
い
て
い
る
と
い
う

と

ζ

と
に
な
り
、
当
代
の
文
人
・
学
者
の
文

観
あ
る
い
は
文

を
如
実
に

説
か
れ
る
ご
と
く
、
他
に
も
現
存
す
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

示
す
も
の
と
し
て
注
目
し
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

の
調
査
に
ま
ち
た
い
。

更
に
こ
れ
が
書
状
で
あ
り
な
が
ら
、
内
容
的
に
は
「

I 

二
、
三
船
の
述
作
中
現
存
す
る
も
の
は
い
す
れ
も
仏
教
に

も
つ
も
の
ば

を
展

て
い
る
一
種
の

文
で
あ
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
点
で

か
り
で
あ
る
こ
と
。

あ
る
。
今
日
わ
れ
わ
れ
は
奈
良
時
代
の

調
の
文
章
と
し
て
は
、
「
経

右
に
示
し
た
「
経
国
集
」
巻
十
所
収
の
詩
五
首
は
い
ず
れ
も
「
強
門
」
詩

巻
廿
に
残
る

の
い
く

か
ぞ
も
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
と
は
ま
た
異
つ

で
あ
り
、
そ
の
他
も
す
べ
て

の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
三
船
と
仏

Tこ

形
式
の
議
論
文
と
し
て
、
本
状
の

義
と
価
値
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い

教

ひ
い
て
は
当
代
文
人
と
仏
教
と
の
関
係
が
、
あ
ら
た
め
て
上
代
文
学

で
あ
ろ
う
。

史
上
の
問
題
と
し
て
再
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
恩
わ
れ
、

お
そ
ら
く
今

以
上
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、
も
う
一
度
整
理
し
て
、
本

自
の
わ
れ
わ
れ
の
想
像
以
上
に
深
い
も
の
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

で
述
べ
よ
う
と
し
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

一ー一、

に
と
り
上
げ
た
「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」
は
、

は
な
い
が
、

一
、
淡
海
三
船
の
述
作
中
現
存
す
る
も
の
は
左
の
ご
と
く
な
る
こ
と
。

や
は
り
三
船
の
手
に
な
る
も
の
で
、
日
付
通
り
宝
亀
十
年
間
五
月
二
十
四
日

『

「

付

載

の

詩

二

首

詩
七
首
日
戸
「
経
国
集
」
巻
十
所
収
の
詩
五
首

「
「
東
征
伝
」
付
載
の
詩
序

ム
「
大
安
寺
碑
文
」
序

F

元
年
三
月
天

付
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

四

は
当
代
日
本
漢
文
の
例
に
も
れ
ず
、
耕
文
体
を
基
調
と
し
て
い
る

序
三

が
、
整
然
た
る
論
理
の
展
開
に
よ
る

と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

行
諸
寺
従
駕
聖
徳
太
子
寺
詩
」
駒

五
、
本
状
に
よ
っ
て
「

I 

の
火
蓋
が
切
ら
れ
、
以
後
今
日



ま
で
永
く
尾
を
引
く
日
本
仏
教
学
史
上
画
期
的

を
占
め
る
論
文

状
)
た
り
得
て
い
る
乙
と
。

六
、
本
状
に
お
け
る
論
証
の
方
法
は
、
素
朴
な
が
ら

学
・
書
誌
学
的
態
度

を
も
っ
て

か
れ
、
当
代
学
聞
の
方
法
ぞ
う
か
が
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
。

七
、
戒
明
あ
る
い
は
膳
大
正
、

そ
の
他
多
数
の
唐
よ
り
の
帰
朝
者
た
ち
は
、
多

数
の
経
典
類
を

し
た
が
、

そ
の
な
か
に
は
か
な
り
い
か
が
わ
し
い
も
の
も

あ
っ
た
ら
し
い
乙
と
。

(
入
唐
し
た
邦
人
の
無
智
に
つ
け
こ
ん
で
、

い
わ
ゆ

る
ツ
カ
マ
サ
レ
ル
と
い
う
ケ

l
ス
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
他
に
も
こ
の
よ
う

③ 

な
例
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
)

以
上
、
淡
海
三
船
の
戒
明
宛
書
状
に
つ
い
て
の
諸
問
題
を
考
察
し
て
み
た
。

⑨ 

大
方
の
御
批
正
を
仰
ぐ
次
第
で
あ
る
。

注

⑤ 

① 

拙
稿
「
『
経
国
集
』
淡
三
船
詩
(
そ
の
一
)
」
(
「
水
門
」

八
号
、
昭
引

-
5
)
 

⑤ 

② 

木
宮
泰
彦
「
日
華
文
佑
交
流
史
』

⑦ 

(
冨
山
房
、
昭

ω
・
5
再
版
)
lま

「
遣
唐
使
一
覧
表
」
に
お
い
て

(
七
八
百

t
七
九
百
)
、
戒
明
を
第
一
一
次

(
天
平
勝
宝
四
年
間
三
月
発
)

唐
使
一
行
に
加
わ
っ
て
入

し
た
か
、

と
し
て
い
る
が
、
戒
明
を
「

(
下
ノ
十
九
)

⑨ 

に
も
出
て
く
る
人

異
記
」

物
と
同
一
人
物
と
考
え
る
な
ら
(
『
日
本
古
代
人
名
辞
典
』
)
、

不
可
で
あ

淡
海
三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
-
状
」
考

る
。
お
そ
ら
く
、
宝
亀
八
年
六
月
発
の
第
一
五
次
遣
唐
使
一
行
に
同
行
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
森
田
竜
僧
『
釈

街
論
之
研
究
」
(
山

城
屋
・
文
政
堂
、
昭
制
・

5
再
版
)
lま

「
本
朝
僧
伝
」
四
に
よ
っ
て

「
戒
明
は
宝
亀
の
末
年
に
入
唐
し
、
在
唐
久
し
か
ら
ず
し
て
大
仏
頂
首
拐

厳
経
十
巻
、

を
粛
ら
し
帰
っ
た
。
そ
の
入
唐

十
巻
そ
の
余
若
干
の
経

と
帰
朝
の
年
月
と
は
未
だ
詳
ら
か
な
ら
ぎ
る
も
、
思
ふ
に
宝
亀
八
年
か
九

年
に
入

し
て
十
年
に
帰
朝
せ
し
も
の
で
あ
る
。
」
(
十
三
頁
)

と
す
る
。

「
宝
冊
紗
」
第
八
「
釈
摩
詞

真
偽
事
」
の
条
に
載
せ
る
本
文
(
大

直
蔵
経
七
十
七
)

に
よ
る
。

望
月
信
亨
「
大
乗
起

の
研
究
」
(
大
正
叩
)
、
大
山
公
淳
「
釈

有ー

真
偽
問
題
」
(
『
千
潟
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
』
所
収
、
昭
卸
)
、

森

田
竜
擢
「
釈

之
研
究
』
(
昭
叫
)

な
ど
参
照
。

「
宝
冊
紗
」
第
八
、
「
一
会
二
三
船
難
こ
の
う
ち
。
大
正
蔵
経
七
十
七
、

八
二
二
頁
。

森
田
竜

詞
情
論
之
研
究
」
(
昭
姐
)

一
三
頁
。

釈

乙
の
「
大
乗
起

論
」
の
作
者
に
つ
い
て
も
仏
教
史
学
者
の
聞
に
種
々

の
論
説
が
あ
り
、

造
を
否
定
す
る
意
見
も
あ
る
が
、

こ
こ
に
は

菩

直
接
関
係
し
な
い
の
で
ふ
れ
な
い
。

大
正
蔵
経
本
の
校
異
に
よ
る
と
、
「
天
冊
H
荊
回
(
石
)
(
高
)
」
と
あ
り
、

乙
れ
に
つ
い
て
森
田
竜
鱈
氏
は
「

天
と
は

本
は
天
冊
に
つ
く
り
石
山

七



三
船
「
送
=
戒
明
和
尚
一
状
」
考

本
及
び
寓
野
本
は
府
固
に
つ
く
れ
る
が
、
黒
川
は
東
宮
切

七

に
よ
る

に
天
の
則
天
文
字
で
あ
り
、

は
聖
法
記
に
よ
る
に
よ
ろ
し
く
冊
に
つ
く

る
べ
き
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
る

⑮ 

(
『
釈
摩
詞

之
研
究
』
七
四

ニ
頁
)
。

⑪ 

お
お
む
ね
は
「
宝
冊
紗
」

/¥、

の

旨
に
依
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

① 

④
の
著
書
な
ど
。

⑮ 

⑩ 

続
紀
宝
亀
十
年
二
月
廿
三
日
条
。

⑮ 

⑪ 

@ 

』
第
一
所
収
の
本
文
に
よ
る
。
な
お
欠

字
と
な
っ
て
い
る

「
三
口
王
判
為
ユ
偽
妄
こ
は
「
三
船
王
判
為
コ
偽
妄
己

仏
教
全
書
本
「
仏
教
書
日

@ 

と
あ
る
べ
き
で
、
賜
姓
降
下
以
前
に
淡
海
三
船
は
三
船

王

で

あ

っ

た

の

⑮ 

で
、
そ
れ
を
き
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑫ 

続
紀
夫
平
勝
宝
三
年
正
月
廿
七
日
条
、
及
ぴ

「
延

」
第
五
淡
海

{曽

士
伝
。

⑮ 

拙
稿
「
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
の
成
立
と
付
裁
の
詩
」

(
「
水
門
」
第
九

号
、
昭
位
・

8
)
。

な
お
こ
の
拙
稿
に
対
す
る
詳
細
な
論
評
が
小
島
出版
之

先
生
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
『
国

暗
黒
時
代
の
文
学

上
』
参
照
。

⑬ 

」
第
五
、
淡
海

士
伝
。

「
延
暦
僧

⑮ 

井
上
薫
博
士
は
乙
の
「
大
仏
頂
経
」
を
舶

し
た
の
は
養
老

二
年
(
戸
∞
)

に
帰
朝
し
た
道

で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
。
弁

「
道
慈
」
、
「
日

紀
仏
教
伝
来
記
載
考
」
(
い
ず
れ
も
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』
(
昭
お
)

七
四

所
収
。
な
お
、
注
②
に
示
し
た
よ
う
に
、
森
田
竜
曙
氏
は
戒
明
が
宝

年
に
「
釈

詞
街
論
」
と
と
も
に
粛
来
し
た
と
さ
れ
る
。

相
田
二
郎

「
日
本
の
古
文
書
』
上
・
下
(
昭
幻
)

な
ど
。

紀
天
応
元
年
六
月
什
四
日
、
石
上
大
朝
臣
宅

伝
の
条
。

自
ユ
宝
字
-
後
、
宅
嗣
及
淡
海
真
人
三
船
為
コ
文
人
之
背
↓
・
・
・
・
」

ー「

」
巻
十
七
。

=司

11--， 

11 

(
平
凡
社
版
)
。

全

間
右
。

注
①
に
閉
じ
。

柿
村
重
松
「
上
代
日
本
漢
文
学
史
』
(
昭
包
)
。

末

「
・
:
・



て
本
曾
は
蕗
襲
撃
曾
す
る
。

一
、
寓
薬
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み
に
よ

っ
て
曾
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊
「
菌
葉
」

を
遊
行
す
る
。

て
本
曾
は
問
時
、
高
葉
に
闘
す
る
見
事
旅
行
、
文

献
の
展
観
、
研
究
霊
表
曾
、
講
習
世
田
、
講
演
合
問
、

圃
書
の
出
版
、
そ
の
他
を
行
な
ふ
。

て
曾
員
は
、
年
額
千
固
の
曾
費
(
誌
代
を
含
む
)
を

年
度
内
に
納
入
す
る
。

一
、
本
命
聞
の
事
務
は

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
東
三
丁
目

関
西
大
摩
文
様
部
園
文
曜
研
究
室
内

(
郵
便
番
蹴
五
六
五
)
に
お
い
て
行
な
ふ
。

a匹

貝U

:・1

i報 i

昨
作
、
学
内
紛
争
に
も
と
づ
く
混
乱
の
た
め
に
中

止
し
た
万
葉
学
会
は
、
改
め
て
今
秋
、
関
州
大
学
を

中
心
と
し
て
講
演
会
、
研
究
発
表
会
の
ほ
か
に
大
和

各
地
の
万
葉
旅
行
を
も
加
え
て
行
な
う
予
定
で
あ

る。

投

，h 
A. 

一
、
投
稿
資
格
は
曾
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
前
向
葉
に
す
る
各
分

一
昭
和
四
十
五
年
二
月
十
二
日
印
刷

一
昭
和
四
十
五
年
二
月
十
五
日
韓
行

研
究

文。

一、

は
原
則
と
し
て
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
二
十

頒
慎
二
百
五
十
円

印

枚
程
度
(
た
だ
し
「
黄
葉
片
々
」
欄
は
十
枚
以

内)。

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
三
丁
目

閥
西
大
惨
文
岨
宇
部
開
文
雄
a

研
究
室
内

(
郵
便
番
披
五
六
五
)

量

一

同

…

郡

高

葉

皐

曾

標
軸
骨
大
阪
二
九
一
四
.七

京
都
市
南
原
東
九
篠
西
岩
本
町

者

大

宝

印

刷

株

式

会

社

側
一
九
一
一
・
三
一
-
一
七
一

一
、
原
稿
は
一
切
返
却
し
な
い
。
採
否
決
定
は
編

部
に
一
任
の
と
と
。

一、

に
は
本
誌
三
部
を

呈
す
る
。

載
の

の
作
製
(
貸
費
執

は
あ
ら
か

負
摺
)

じ
め
希
望
の
あ
る

る

t乙



昭
和
四
十
五
年
二
月
十
五
日
韓
行

葉

頒
債

二
百
五
十
円


